【論文／報告／その他】
『高等教育開発』原稿テンプレート
“Educational Development Studies ” 

執筆者名（所属機関名）
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1. タイトルページ

タイトルページは2つの部分で構成されます。
(1) タイトル部分
タイトル部分は、横1段組（和文題目、英文題目、著者、所属、会員種別、抄録、キーワード）としてください。執筆者が複数の場合、執筆代表者を連名者の筆頭に置いてください。
(2) 本文部分
本文部分から横2段組になります。
本文は、句読点を使用します。フォントは、日本語はMS明朝、英数字はCentury（半角）を使用します。文字サイズは、10.5ポイントを使用します。
本誌は、タイトル部分を除き、本文部分から2段組とします。

2. 見出しの書式

　見出しは、章、節、項の3段階までとします。見出しはすべてゴシック体を用います。
(1) 章の見出し
章の見出しは、すべて左寄せとします。見出しには、アラビア数字（半角）で番号を付けます。参考文献に番号は付けません。
(2) 節の見出し
節の見出しには、半角の両括弧にアラビア数字（半角）で番号を付けます。
(3) 項の見出し
　できるだけ見出しは、章と節の2段階にしますが、必要な場合は、項の見出しとして、1)など半括弧にアラビア数字（半角）で番号を付けます。

3. 注、参考文献および謝辞

注、参考文献および謝辞は、本文の後に一括します。
本文中での参考文献の指示は、著者名・刊行年次を小括弧に入れて示します。たとえば、「…（中井、2015；沖他、2019）」、「井上（2016）は…」など。外国人名は原語で表記します。
(1) 注
注は必要最小限にとどめるものとしますが、注を付す場合、本文の該当箇所に上付きで番号を付け、参考文献の前にまとめて記載します。
(2) 参考文献
参考文献は著者名のアルファベット順とし、番号は付けません。
(3) 謝辞
謝辞は論文の最後に記載します。

4. 図および表

図表はそれらを最初に引用する文章と同じページに置くことを原則とします。原稿末尾にまとめたりしてはいけません。本文とは別に鮮明な原稿を作成し、本文中にその挿入箇所を指示しておきます。
図表の幅は、1段または2段のいずれかとし、両脇に余白が生じても文字を入れないようにします。
なお本文中に、図表を縮小表示して挿入してもかまいません。その際にも、図表だけの原稿とファイルは提出してください。
図および表には、通し番号を付し、表の表題は表の上部に、図の表題は図の下部に記します。なお、図および表が1つの場合にも、図1または表1と記します。
図表と文章本体との間には1行の空白を設けて区別を明確にします。

5. 文章表現

和文は、常用漢字、現代仮名遣いを用います。
数字は、熟語・成語に含まれるもの以外は、アラビア数字（半角）を用います。
略語は、一般的に用いられているものに限ります。まぎらわしい略語には、初出の際に原語と日本語の訳語を小括弧で示してください。
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